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由
美
子
さ
ん
よ
り

本
が
好
き
な
本
屋
さ
ん
は

小さな本屋を取り巻く環境は厳しく、この 20年間で書店は半数近くまで減つた。

そんな中、店主の小林由美子さん昌弘さん夫婦は_様々なイベントを開催したり

地元客を大事にする商売で店を続けてきた。       |

||しかし:■突1然tl菖弘さんを襲つた脳梗塞。               | |

店を続けるべきか悩む由美子さんは改めて書店という商売と向き合う。    ・

その時、見えてきたものとは…

小林書店

1952年、小林由美子さんの両親が尼崎市内で創業。

幼少から商売の大変さを見てきた由美子さんは本屋を

やらないと決めていたが、会社員で夫の昌弘さんの

一言で店を継ぐことを決意する。

大阪芸術大学映像学科卒業後、

テレビの ドキュメンタリー番組を演出。

ス トーリー

経済学であり、ラブス トーリー。

出版社社員

■

立花シンプラザシネマ「まちの本屋」舞台挨拶つき上映会
日時 令和4年4月 3日 (日 曜)午後1時30分から4時30分

第1部 映画「まちの本屋」上映会/第2部 小林由美子店主&大小田直貴監督を囲んで

場所 立花南生涯学習プラザ (シ ンプラザ)3階ホール (定員80人 (申込順))        日|

参加費 1,000円 (小学生以下無料:当 日お支払い)主催立花シンプラザシネマ実行委員会、尼崎市

申込み・問合せ先 立花地域課 806‐6427-7770 FAX 06-6427¨ 7773も しくはこくち―ずからC
※新型コロナウイルス感染拡大対策のため開催については事前に市ホームページを確認ください
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